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1. 当四半期決算に関する定性的情報 

（1）連結経営成績に関する定性的情報 

当第3四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続くなかで、原油価格下落の影響

や政府による経済政策や金融政策などにより緩やかに回復基調がみられた一方、依然として消費税増税による駆

け込み需要の反動などにより景気回復の遅れが顕著に見られました。先行きに関しても慎重な見通しが必要な状

況が続いております。 

このような中、当社グループは基幹事業であるカー用品事業及びブライダル事業を中心に、厳しい事業環境の

中で推移しました。 

カー用品事業につきましては、平成26年5月に株式会社オートバックス神奈川の株式取得を行い連結子会社化

し、神奈川エリアにてオートバックス3店舗・スーパーオートバックス1店舗を取得致しました。タイヤ預かりサ

ービスの専用倉庫を神奈川エリアに3拠点・岐阜エリアに1拠点建設し、車検やメンテナンスなどのピットサービ

ス部門及び車販売の強化を致しました。その結果、増収となりましたが、既存店の売上減少や株式取得に伴う経

費の増加が影響し、減益となりました。 

ブライダル事業につきましては、大阪府大阪市にアルカンシエルリュクスマリアージュ大阪を平成26年8月に

グランドオープン致しました。駆け込み需要の反動や競合他社との競争の激化などの市場環境の中、既存式場の

改装等、集客・成約の改善に努めましたが、減収減益となりました。 

建設不動産事業につきましては、保有物件の積極的売却を行いまた効率経営の徹底化を図りましたが、減収減

益となりました。 

またコンピューターソフト事業においては、7月末日をもって株式会社トランザスに事業譲渡を行いました。 

以上の結果、当第3四半期連結累計期間の売上高は26,712百万円と前年同期比2.7%の減収となり、営業利益に

つきましては1,240百万円と前年同期比43.0%の減益となりました。経常利益につきましては1,591百万円と前年

同期比33.3%の減益となり、純利益は992百万円と前年同期比28.3%の減益となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第 3四半期連結会計期間末における総資産は、34,416 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 6,144 百万

円の増加となりました。 

なお、純資産は 14,253 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 605 百万円の増加となりました。 

自己資本比率は 41.4％となり、前連結会計年度末に比べ 6.9 ポイントの減少となりました。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

連結業績予想につきましては、平成 26 年 11 月 7 日に公表した通期の業績予想に変更はありません。 
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２．サマリー情報（その他）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

特定子会社に該当致しませんが、平成 26 年５月１日に株式会社オートバックス神奈川の全株式を取得したため、連結

の範囲に含めております。なお、同社は平成 26 年 10 月１日に株式会社アイエーと合併致しました。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第３四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。なお、法

人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及び

「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号平成24年５月17日。以下「退職給付適用指

針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第１四半

期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、計算に用いる割引率を従業員の平均

残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映し

た単一の加重平均割引率に変更しております。 

なお、この変更に伴う期首の利益剰余金並びに損益に与える影響はありません。 
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　（3）継続企業の前提に関する注記

　　　　　該当事項はありません。

　（4）セグメント情報等

 　（セグメント情報）

　　　　　　前第３四半期連結累計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日)

　　1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント

カー用品 ブライダル 建設不動産
事業 事業 事業

 売上高
　外部顧客への売上高 15,020,056 7,975,650 3,740,068 26,735,775 709,548 27,445,324 　― 27,445,324

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

計 15,022,694 7,976,147 3,932,753 26,931,595 1,864,998 28,796,594 △ 1,351,270 27,445,324

　　セグメント利益 752,250 878,730 479,844 2,110,825 60,355 2,171,181 5,335 2,176,516

（注） １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、コンピュータソフト事業、

　　ゲームソフト事業及び経理・総務代行業務等を含んでおります。　

２．セグメント利益調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　　　　　「建設不動産事業」において、株式会社エフ・エム・クラフトの株式を取得したことに伴い、負ののれん発生益を計上しており

　　　ます。

　　　　なお、当該事象における負ののれん発生益の計上額は、当第３四半期累計期間において、73,467千円であります。

　　　　　　当第３四半期連結累計期間(自　平成26年４月１日　至　平成26年12月31日)

　　1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント

カー用品 ブライダル 建設不動産
事業 事業 事業

 売上高
　外部顧客への売上高 16,398,051 7,597,670 2,085,540 26,081,262 631,123 26,712,385 　― 26,712,385

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

計 16,402,109 7,597,956 2,837,848 26,837,914 1,716,302 28,554,217 △ 1,841,832 26,712,385

　　セグメント利益 610,278 399,530 243,491 1,253,299 3,719 1,257,019 △ 16,700 1,240,318

（注） １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、コンピュータソフト事業、

　　飲食事業及び経理・総務代行業務等を含んでおります。　

２．セグメント利益調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　　　　（のれんの金額の重要な変動）

　　　　　「カー用品事業」セグメントにおいて、株式会社オートバックス神奈川を連結子会社化したことに伴い、当第３四半期連結

　　　　累計期間において、のれんが425,710千円発生しております。なお、同社は平成26年１0月１日に株式会社アイエーと合併

　　　　致しました。

　（6）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　　　　　該当事項はありません。

1,841,832 △ 1,841,832 　―

計

4,058 286 752,308 756,652

1,351,270 △ 1,351,270 　―

（単位：千円）

その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額(注)3

1,085,179

2,637 497 192,684 195,819 1,155,450

（単位：千円）

その他
(注)1

合計
調整額
(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額(注)3計
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